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Poritidae ハマサンゴ科 

Porites ハマサンゴ属 

 

Porites monticulosa Dana, 1846 

(Figs. 1-11) 

Porites monticulosa Dana, 1846: 566 [Fiji]; 1849: pl. 55, figs. 7, 7a-c; Veron 2000: vol. 3, 314, figs. 

1-7. 

Porites (Synaraea) convexa: Devaney & Eldredge 1977: 230, fig. 110; Nemenzo 1986: 176, fig. 207. 

Porites rus: Veron & Pichon 1982: 59 (part), fig. 103; Nishihira 1988: 78 (part), upper & middle figs., 

79 (part), lower right fig.; Nishihira & Veron 1995: 176, 2 figs.; Dai & Horng 2009: 121, 2 figs.; 

Kameda, Mezaki & Sugihara 2013: 25, 82, 2 figs.; Rowlett 2020: 534 (part), 1 upper, 2 middle 

figs. 

Porites (Synaraea) rus: Uchida & Fukuda 1989: 178, 2 figs. 

 

サボテンハマサンゴ 新称 

（図 1-11） 

パラオハマサンゴ：西平 1988: 78, 上の 2 図, 79, 下段右の図; 内田・福田 1989: 178, 2 図; 

西平・Veron 1995: 176, 2 図; 亀田・目崎・杉原 2013: 25, 82, 2 図. 
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図 1-6：HY-HC14-064. 西表島網取湾シクバ奥, 水深 7 m. 2014-06-30. 図 5, 6 はステレオ写

真. 

図 7-8：HY-HC15-009. 宮古諸島大神島西, 水深 13 m. 2015-06-27. 

図 9, 10：HY-HC14-143. 宮古諸島八重干瀬, 水深 17 m. 2014-09-02. 

図 11：サボテンハマサンゴ (右: HY-HC14-129) とパラオハマサンゴ (左: HY-HC14-128). 

網取湾, 水深 6 m. 

図の撮影はすべて横地洋之. 

 

形態：群体は分岐する柱状部を持つ塊状ないし板状で、直径、高さとも 1 m 以上に大きく

成長する。柱状部は直径 40 mm 以上になることがあり、表面には角が滑らかな疣状な

いし畝状の突起が見られる。個体は直径 1 mm 以下と小さく、突起上にも分布する。

莢はほとんど凹むことがなく、群体表面はなめらかである。隔壁は 12 枚でハマサンゴ

型配列が明瞭に認められる。隔壁は莢壁に向かって楔形に肥厚し、隔壁間隙は狭い。

隔壁には通常１個の良く発達した歯状突起があり、三幅対は融合する。パリは６本で

良く発達し、中には共骨面よりも高く突出する個体も見られる。軸柱はパリに比べて

高さ太さともずっと小さな針状で、ときにこれを欠くことがあり、その場合は中央窩

は深い穴となる。生時の色彩は黄みがかった薄茶色で、個体中央にわずかに顔を出す

触手が白く目立つ。 

 

識別点：本種と Porites rus パラオハマサンゴの ITS クレードはⅢ (sensu Forsman et al. 2009) 

で、他のハマサンゴ属とは異なるグループを形成する (Kitano et al. 2016; 北野ら 2017)。

本種は近縁のパラオハマサンゴに比べて柱状部が太く、表面のイボ状突起の角が滑ら

かな点で区別できるが、板状部や深所の群体では区別が難しい。Veron (2000) はこれ

ら２種の相違点として軸柱の有無を挙げているが、これには両種共に群体および個体

による変異が見られることから、識別点としての有効性は疑わしい。 深所や崖の窪み

など光が弱いところに見られる板状群体は P. horizonthalata クボミハマサンゴに外観

が似るが、この種は ITS クレードが異なること、個体直径が 0.9～1.4 mm と大きいこ

と、パリの数は６～８本であること、個体は谷状部に整列する傾向があり周囲からや

や凹むことで、本種と明瞭に区別できる。 

 



分布と生態：我が国では奄美大島以南に分布する普通種だが、かつてパラオハマサンゴの

異名とされていた (Veron & Pichon 1982) ためか両種が混同されており、分布記録の見

直しが必要である。 

 

新称和名：和名は柱状部が柱サボテンを連想させることに由来する。和名基準標本は HY-

HC14-064 である。 

 

和名提唱日：2023-11-12. 

 

備考：Terrano et al. (2021) は、紅海産の本種とパラオハマサンゴについて、形態では識別

できるが遺伝的に区別できなかったことから、シノニムの可能性を含めた両種の関係

については本種のタイプ産地であるフィジーからの標本を加えてさらに精査する必要

があるとしている。本図鑑では、両種は同所的に近接して生息する例があることから 

(図 11)、別種として扱った。 

 

参考：担名タイプの写真 

Porites monticulosa Dana, 1846 ── Holotype, USNM 664 [Smithson NMNH] 
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